



















（Não Me Toque、RS）、カストロランダ （Castrolanda、 PR）、カンポス・デ・オランブラ （Campos 
de Holambra、別名オランブラⅡ、SP）、アラポティ （Arapoti、 PR） で、いずれもオランダ人が集
住する中核的な移住地といえます。また1960年代後半～1980年代には、これら中核的な移住地の
子孫たちが、オランダ直来の移民とともに、新天地を求めてブラジルの南西部や南東部へと進出
し、パラカトゥ（Paracatu、 MG）、マラカジュ（Maracaju、 MS）、ブラソランディア （Brasolândia、 
MG）、リオヴェルデ（Rio Verde、 GO）といった移住地を次々と創設しました。
　1886～1975年にブラジルに入国した移民数を国籍別にみると、オランダ人移民は1万5104人で
あり、イタリア人の約 150万人、日本人の約 25万人、ドイツ人の約 20万人、ロシア人の約 11万
人などと比べてその数は圧倒的に少ないです。しかし、ブラジルの農業分野におけるオランダ人
移民の存在感は絶大で、その中核的な移住地であるオランブラはブラジルの「花の首都 （Capital 
Nacional das Flores）」、ナン・メ・トケは「精密農業の首都 （Capital Nacional da Agricultura de 









（Associação dos Lavradores e Horticultores Católicos da Holanda、Katholieke Nederlandse Boeren 
Tuinders Bond）、キリスト教移民センター（Central Cristã de Emigração、Christelijke Emigratie 
Centrale）、キリスト教農園芸家協会（Associação Cristã de Granjeiros e Horticultores、Christelijke 






































西側には同組合の農場、移民の瀟洒な住宅地、2001年開業の巨大な風車 （moinho de vento、内部
には製粉場、博物館、イベントホール、図書館、レストラン、民芸品店がある。写真1）、カスト
ロランダ文化センター （Centro Cultural Castrolanda、移民博物館が併設）、私立のカストロラン
ダ福音派学校 （Escola Evangélica da Comunidade de Castrolanda）、カストロランダ福音改革派教













　ブラジルが提示した移住候補地は、 リオグランデドスル州のバジェ （Bagé） 郊外とタイン植民















フローリンでした。第 2は、ブラジル政府が 5年の支払猶予がある 10年ローンで移民に融資を行
うことで、その総額は 747万クルゼイロでした。そして第 3は、パラナ州政府が移住地 （5612 ha） 



































































の若者たちで、庭には 2台のバイクが見られます（写真 8）。これは 1966年に新たに建設された、
カストロランダ福音改革派教会（IER）の落成式の様子です（写真 9）。この教会は、現在もオラ
ンダ人コミュニティの要として機能しています。これは移住直後の1952年に、子弟教育やオラン
ダ語の継承を目的に開設された、カストロランダクリスチャン小学校協会（Associação da Escola 







ル州の 14世帯 （24％） で、これら 2州で全体の 75％を占めています。残りはフリースラント州の



















トロランダに居住しているのは23世帯 （40％）、 家族の一部が国内外に再移住 （家族の一部はカス
トロランダに居住） しているのは19世帯 （34％） で、両者をあわせると全体の約4分の3にあたる
42世帯が現在も移住地に居住しており、オランダ人移民の比較的高い定着率が見てとれます。
　一方、家族全員が国内外に再移住したのは全体の約 4分の 1にあたる 15世帯 （26％） で、その
8割にあたる12世帯はすべて子どものいない世帯 （5世帯は単身渡航者） であり、移住後の流動性
が高かったことがわかります。再移住先で最も多いのはオランダへの帰国組で 7世帯、次いでカ
ナダ 4世帯、ブラジル内の他のオランダ人移住地 3世帯、アメリカ 1世帯です。また、家族の一
部が国内外に再移住した世帯の移住先で多いのは、オランダ 29人、国内のオランダ人移住地 12
人、カナダ 7人、アメリカ 2人で、オランダへの帰国者が圧倒的に多いことがわかります。
















　一方、孫の世代は合計 23人（養子の 3人を除く）いますが、このうち 15人は「ブラジル人（移
民やその子孫でない人）」と結婚しており、オランダ人との結婚は 5人に過ぎません。他にはド


























































業経費などを、学生 1人あたり年間 120ユーロ提供しています。つまり、学生数が 40人だと総額
4800ユーロ（約 58万円）の負担になります。
　NBOの派遣教師は、週19時間オランダ語の授業を担当しています。そのほかに、週2回朝7時
から 8時までの 1時間、カストロランダ農産業協同組合の従業員 6名にもオランダ語を教えてい
ます。彼らの月謝は 1人あたり 220レアル （約 5720円） で、その半額をカストロランダ農産業協
同組合が補填しています。オランダ系でない組合の従業員が、自身の興味とスキルアップのため
にオランダ語を学んでいるわけです。ちなみに移住地では、移民 （おもに 2世） 同士は日常的に





などを楽しむオレンジ祭り （Oranjefeest） が開催されます（写真 12）。また 7月にはパラナ民族
フェスティバル（Festival Folclórico de Etnias do Paraná）への参加や、国内 6つの中核的オラン
ダ人移住地が競う運動会のヘキサスロン （Zeskamp）、 8月上旬には国際的な乳業フェスティバル









































































く、もっとも多いのは 50代で平均年齢も 50歳です。30代や 40代の組合員も多く、後継者が安定
して育っていることがうかがえます。組合員の国籍はブラジル人が約 9割を占めていますが、オ





る自動搾乳システム （VMS、Voluntary Milking System）を導入した農場としてつとに有名です。


























1頭の搾乳にかかる時間は約 7分です。ロボット自動搾乳機は 2台あり、1台の搾乳機で 1日約 70
頭を搾ります。自動搾乳機の洗浄は 1日 2回、真夜中と昼間に 15分ずつ行います。1日の搾乳量
は 1頭あたり平均約 38リットルで、農場全体では 1日約 5300リットルになります。牛乳は 9700
リットル入りのタンクでカストロランダ農産業協同組合に出荷されます。この自動搾乳システム
はスイス製で、ロボット自動搾乳機 1台の値段は約 50万レアル（約 2000万円）、自動搾乳システ
ム全体では合計 250万レアル（約 1億 244万円）の設備投資がかかったそうです。
　もちろん、搾乳システムは飼育頭数の増加に伴って変わります。この写真はカーホセル（回転
木馬） と呼ばれる回転式搾乳システムで、1回に 24頭分の搾乳ができます （写真 17）。ウシが自
ら順番に回転台に乗ると、従業員の女性は乳首の消毒と搾乳器具の取り付けだけを行います。搾













































 〔本研究は JSPS科研費 JP18H00767 （代表：丸山浩明） の助成を受けた〕
 （まるやま　ひろあき　本学文学部教授）
写真 18　1回に40頭を搾乳する大規模酪農家の搾乳
システム
（2018年 8月筆者撮影、カランベイ）
